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チは収蔵機関の国際略号を英字で＃40～44に穿孔する。国際略号を持たない機関および個

人の場合は夫々 一定の略号を考慮中である。整理番号はその下5桁を＃45～49に穿孔す

る。

⑭空欄でこの番号は使われていない。

⑮Family(科名):標本の科名を記す｡パンチは科の学名の頭6字を#50～55に穿孔す

る。

⑯Genus(属名):属名を記す。パンチは属の学名の頭6字を#56～61に穿孔する。

⑰Species(示種名):指種名および著者名を記す。学名が種内の多くのランクにわた

る場合には次の⑬LastEpith以外はこの欄に記す。パンチは指種名の先頭6字を#62~

67に穿孔する。

⑬LastEpith(最後のエピセット):種以下のタクソンのうち最後のもののランク，エ

ピセット，著者名を記す。パンチはエピセットの先頭の6字を＃68～73に穿孔する。

⑲VernName(土名):和名を記す。パンチ欄は用意していない。

上記の項目以外の記事や図および欄内に書き切れなかった記事は，カード下半の空欄に

記す。また＃74～80は予備のパンチ欄で上記以外にパンチが必要なとき用いる。

記入の要領

本カードは記事を見ながらそのカード自体に穿孔できるよう，欄の配置やコードの印刷

がなされており，記入に当っては相応の配慮が必要である。穿孔による記事の欠失を最小

にするため，記入欄は穿孔位置の間に来るようにとってあるが,､文字はできるだけ大きく

記すことが望ましい。カード面には項目見出しの他，穿孔用コードが所々（＃4～11,26,

38）に印刷されているが，これらは無視してその上に記入する。記入用具は何でもよい力､

コピーすることを考えて感光性の大きいものが望ましい。用語も何でもよいが，国際性を

考えれば欧文タイプライターの大文字のみを用いるのが最もよいだろう。外人研究者のた

めにラベルの英訳に手間をかけさせられた経験は標本室管理者なら誰でもあることで，欧

字によるカード化はこれを解消する一助となるだろう。

カードの利用形態

本カードは最終的には計算処理を目的としたものであるが；それだけにしか使えないと

なると広い利用は期待できず，いきおい多数の協力によるデータの蓄積は望めない。従っ

て色々な利用者のもつ設備や利用目的に合うよう仕様を考えたつもりである。大よそ以下

の3段階の利用形態が考えられる。

A.従来型の整理カードとしての利用．｡…･記入済カードをパンチすることなくそのまま

整理カードとして用いる。カードケースは事務用品として市販されている。カードを並べ

てコピーすればノートブックの形で整理できる。標本室では種カバー中の標本のデータを

このようにコピーして標本と一しょに入れておけば便利だろう。但し本カードのサイズは

規格判用紙に納まりが悪いのが欠点である。
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カードからカードへコピーして資料交換に用いたり，別種なカードの記事を本カードの

上へ写すことは最も望ましいことであるが，それができる複写機はまだ市販されていない。

現在のところ騰写版原紙に光学的に写してからプリントする方法があるだけである。

B・パンチした後整理カードとして利用……穿孔機にかけてパンチすると，カード上縁

の穿孔用印字欄にコードに相当する文字がプリントされる。この文字は多量のカードでも

少しずらすと一度にP見渡せるので，整理用見出しとして有用である。穿孔したカードはカ

ードセレクター又はカードソーターにかけてかなり複雑な情報検索を行なうことができる。

穿孔機には複写機構，プログラム機構が組込まれているので，植物名や日付など同じパン

チを多量に行なうことはごくやさしい。従来こういう目的にはマークカードが用いられ，

その方が安価でコード仕様の自由度が高いとされている。しかしながらマークカードは記

入欄がせまく，記入用具に制約があるうえ，マーキングに人手を使うのは安価に見えてき

わめて繁雑であり，かつ次項にのべる計算処理はのぞめないので多量の情報処理に向いて

いるとは思えない。

この段階の処理形態は機器が比較的安価であるので，研究機関の共通な処理形態となる

こと力ざ期待される。

C.計算処理用データカードとしての利用……適当なプログラムと共に計算機に読込み，

統計，作表，作図，検索など多様な情報処理に用いることができる。現在，本カードを用

いたKLIPSによる分布図自動作図はテスト段階を終り，誰でも利用できるようになって

いる。また，これに伴う資料リストの作表出力も十分一般の利用に耐えるものと考えてい

る。プログラムさえ工夫すれば本カード群からいろいろの情報をとり出したり集計作業を

行ったりすることは容易である。データバンクを作るための基礎資料となることはもちろ

んである。

結 語

標本や資料の情報が整理され，それを自由に利用できればどんなに便利だろうと誰でも

思う。これは利用者ばかりでなく標本・資料を管理する立場にある者の方がより痛切に感

ずることだろう。標本管理の舞台裏の苦しみを察しない無神経な来訪者や問い合せに悩ま

されることが少なくないのである。本報はそういう問題を解決しうる前提条件の一つを示

したものである。しかしながら情報処理は多量の規格化されたデータがなければ始まらな

い。一方，多量の標本を管理する機関に於ては，たとえそれがどんなに有用なものであっ

ても，新たにデータ作成を行なえる余力などは持っていない。我が国の標本室では国外の

それとくらべて標本室運営の基本的人員というものが全く確保されていないのである。従

ってデータの作成蓄積には利用者の協力がどうしても必要となる。と云ってデータが中央

集権的に蓄積されてしまって，利用者はあてがいぶちが配給される迄待たねばならないよ

うでは積極的な協力は得られない。

本カードの仕様と利用形態は，上記の事情をふまえて，研究者のみならずアマチュアの

個人的な仕事の役にも立つ一方，そのまま大量の情報集積にも使えることを目的としたも
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のである。

本カ ー ドの利用に関心を持たれる方は， 筆者あてに連絡されればサンプルを提供する用

意がある。 また多量のカ ー ドを必要とする場合には， 丸善事務機械部に D408-Al802 と

指定すれば購入できる。 分類学の研究を効率よく行なうために， 情報の規格化とその蓄積

に関心が高まることを望むものである。

Summary 

The format of data card of KLIPS, a computer -generated mapping 

system, is explained. The card is capable of recording informations of 

herbarium specimen labels for general purpose and is recommended to those 

who will work at herbarium specimens in order to save his working time 

as well as to accumulate standardized informations for future taxonomic 

data bank. 
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